平成１６年度　全国鉄構工業協会　青年部会連絡協議会

第6回理事会　議事録

日　時 ： ２００５年２月１９日　１３：００～１８：００

場　所 ： 東京鉄構工業協同組合　会議室

出席者 ： 近藤（福島）、板垣（山形）、米森（石川）、安田（岡山）、山野（茨城）

媚山（北海道）、斎藤（秋田）、吉岡（東京）、苅谷（岐阜）、上柿（奈良）松下（愛媛）、元尾（長崎）、上野（栃木）

ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：田中（鋼構造出版）

議事録作成：上柿範兼（奈良）

（司会）安田　副会長

1． 開　会

2． 出席者の確認

3． 会長挨拶　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　近藤哲弥
ここに来て鋼材の値上がりもあまり落ち着かず、まだ上昇の可能性がある。デッキ等も近く大幅な値上げが予想されている。我々は今以上に鋼材単価が上がる事を認識し、加工単価も見極めた上で受注しなければならない。また、鋼材の値上げ対策として、海外からの安価な輸入鋼材の使用も考えなければならないとは思うが、品質、ミルシート等の問題によりまだ完全に使用を認めてもらえるのは先の話となるだろう。

また、先日行われたJSCA賀詞交換会にて大越会長が、災害の多かった去年、また阪神大震災を振り返り、「地震の死者の約95％が即死状態であった」とのお言葉がありました。ここで鉄骨造の持つ柔軟性を考え直すと、鉄骨造の特徴である、建物はダメージを受けるものの、即倒壊しない、傾いた状態でも避難する時間を与えてくれる、という利点をもっとアピールしていかなくてはならないのではないだろうか。

その辺りを４月１６日に迫っている青連協全国大会（九州大会）で我々のおかれている立場を再認識して行動していかなければならないのではないでしょうか。

4． 各地ブロック活動報告　　　　　≪HPに掲載済。主に市況を簡潔に報告≫

　　　各都道府県の報告記載は省略（報告書と違うもののみ記載）

北海道BC
媚山理事より報告

２月3日　JSCAの支部長に挨拶、来年の予定等の説明を行った。

３月３日　14：00～、講演会、講師　水泳の田中雅美さん

近況報告

4月までの稼働率Ｍ・Ｒで２０～９０％　Ｈは6月まで９０％（ファブによっては８月までいっぱいの状態）

鋼材の納期は問題なし。

　見積りはあまり出ていない。札幌を中心に忙しい状態。しかし函館等、他の地域はあまり忙しくもない。

東北BC
斉藤理事より報告

　　　　　　　　近況報告

　　　　　　　　東北は冬場の物件が少ない。関東地方の物件に依存しなければならない状態。４，５月の物件はいくらか増えてきている。

　４月頃に鋼材の値上げがあるので、各社情報交換の必要がある。

関東BC
山野理事より報告

　近況報告

　Ｈは６月位まで、Ｍ、Ｒは3～４月位までの仕事はある。

　相変わらず鋼材の入手が困難な状態

　受注単価としては、鋼材の値上げ分は見てもらえるが、加工費までは少し難しい。

北陸BC
米森副会長より報告

　　　　　　　　近況報告

　　　　　　　　Ｓ造の方が若干加工単価がいい為、今までＳＲＣメインの工場が、ロボットを導入し、Ｓ造工場に変身した。

中部BC
苅谷理事より報告

　　　　　　　　　　近況報告

　　　　　　　　　　仕事量はある所はあるが、平均的に手持ち物件は２ヶ月以下の工場が多い。

近畿BC
上柿理事より報告

　　　　　　　　近況報告

　　　　　　　　Ｈ鋼価格はやや落ち着いているが、鋼板のコイルが以前品不足の状態に付き、切板価格は不安定。コラム納期は少しましになった。鋼材の値上がりが少し落ち着いたと思うと、デッキ、ボルト等の副資材の値上げが進み、皆さん困っている。

四国BC
松下理事より報告

　　　　　　　　徳島県で技能フェスティバル（ボルトの早締め大会）が行われている。

　　　　　　　　ブロックとしては、３月５日の例会にて、次回総会開催（四国大会）に向けて、総会準備委員会を発足の予定

　　　　　　　　近況報告

　　　　　　　　大型物件に対応できるファブが数少ない為、地元で大型物件が突然出てきても対応できない状態である。

　　　　　　　　ファブ間で手持ち工事に大きな差がある。また、単価も差がある。

　　　　　　　　物件数の減少、物件の小規模化の為、鋼材の入手には危機感を感じない。

中国ＢＣ　　　安田副会長より報告

　　　　　　　　近況報告

　広島　西部はマツダ等の影響により多忙。その他の地域は年度内までは見通しがよい。

　岡山　仕事量はどこもある。Ｈは夏まで予定が入っている。

　山口　見積り件数は減少。案件は工場の増改築が中心。

　ブロック全体

　　広島で２５階建てＳＲＣのホテルがＳ抜き（ＲＣ）となった。

　　材料は落ち着いたが、鋼板の単価は強気姿勢を崩さない。

　　中小物件の見積りが全くない。大型は計画見積りがある程度。

　　Ｍ以下は１～2ヶ月しか仕事がない。今の見積り依頼状況からみると、仕事がなくなる可能性もある。

九州BC
元尾理事より報告

　近況報告

　今後の予定物件の合計が１５万トン位あるとの事。

　大型物件はＨグレードファブが受注すると思われるが、その波及効果で下位グレードも多忙になる可能性がある。

5． 協　議

１）グループ活動報告

（構造設計者関係担当；米森副会長より）

· 「全国総会会長会議における構造設計者との関わりに関するメモ」を配布し、相違を確認

· 各都道府県共、この関係、事業を継続する事を推進するように。

· 特におもしろい、興味がある項は太字にて表示。

· 溶接実体験とかは、進んでやってほしい。（かなり好評いただけると思う）

· 構造的な改善要望は、理由として「管理しやすい」「品質が安定する」ことが大原則。

（行政関係担当；板垣副会長より）

· 今年の活動を振り返ると、アンケート調査に協力をいただき、行政、議員等との交流を調査したが、各都道府県によりかなり温度差が激しかった。各地もう少し行動した方がよいのではないか。

· 各地課長級以上になると、判断責任があるので、課長補佐級の人と懇談会をするのがいいと思う。

· 昨年１２月に某有名議員と懇談会を行った。中国問題を「中国から日本が見える」という本の内容を読んでもらうようにとの事で各理事に配布していただいた。有力議員との会談をもつことは我々業界のＰＲにもなり、非常に良い事と思われるので、次年度も１～2回は行いたい。

· 実際、中国は日本の鋼材市況に大きな影響を与えるのは事実であり、中国というものの認識がもっと必要であるのではないか。

　　　（総務関係担当；安田副会長より）

· 青連協ホームページに、今までのリンクで、ファブやゼネコンリンクがあったが、ここがあるのになぜうちは無いのか、との苦情がおこると困るので、今後、ファブやゼネコンリンクは外す予定。建設団体等のリンクは残す。

· 毎年行っていた全国統一活動については、献血活動を行ってきたが、実績等の把握も出来にくいなどもあり、今後、推奨はしてもよいが、集計作業、表彰はしない方向。これに代わり、ユニセフを通じてスマトラ沖地震への募金を会費の中から３万円する。

２）青連協全国大会（長崎大会）について

　　　スケジュール

　　　　1.青連協理事会　　10：00～12：00

　　　　2.全国会長会議　　13：30～15：00　　レンブラントホール

　　　　　　　　　ホテルチェックイン

　　　　3.全国総会　　　　16：00～17：00

　　　　4.記念講演　　　　17：30～18：30　　ユトレヒト第４会議室

　　　　5.懇親会　　　　　19：00～21：00　　レンブラントホール

　　　1.青連協理事会

　　　　　平成１７年度　第1回理事会を　10：00より行う

　　　2.全国会長会議

1） 1年間の活動報告並びに今年度の活動要請を行う。

　　　（米森副会長、板垣副会長、安田副会長が報告・要請を行う）

2） 業界団体（全構協・青連協）としての活動に対しての意見交換会

　　　（青連協理事が対応）

事前にアンケートを書く会長に送信し、意見交換の項目を絞り込む。

詳細については三役会で決める。

　3.全国総会

· 議案書はただ今作成中、２月末までには原稿（案）を出す。（青連協～九州）

· 今年度総会では、第４号議案「役員、規約の改選」は無しとし、第３号議案で終わりとする。

· シナリオを元に担当理事を決定

司会　　松下理事

開会　　安田副会長

　　　議長（担当ブロック理事）　　　　　元尾理事

　　　議事録作成人　　　　　　　　　　　苅谷理事

　　　署名人　　　　　　　　　　　　　　媚山理事

　　　　第１号議案「事業報告」　　　　　米森理事

　　　　第2号議案「会計、決算報告」　　山野理事

　　　　　　　　　「監査報告」　　　　　大井監事

　　　　　　　　　「事業計画」　　　　　板垣副会長

　　　　第3号議案「会費」　　　　　　　山野理事

　　閉会　　斎藤理事

　4.記念講演

　　　ハウステンボス　竹内会長に依頼済

　　　　メインタイトル「企業再生」、サブタイトル「ハウステンボスの再生」

　　　　講師謝礼金は金額相当分の宿泊券を購入する。

　5.懇親会

　　　オープニング「蛇踊り」

　　　アトラクション

　　　　　景品を準備し、ゲームを予定（講師謝礼金に代わる宿泊券も景品の一部とする）

その他全国大会準備の経過報告　元尾理事

· 現在のところ、本登録数は194名（ご家族を合わせると248名）

· 協賛会社は現在のところ、18社確認済。もう少し募集の予定

· 九州支部（親会）から助成金を頂く予定

· ツインルームの部屋割を各ブロック単位で確認し、メーリングリストにて報告のこと

· 総会収支予算書をもう少し細部確認ができるようにして下さい。（青連協より）

· まだ本登録の済んでいない都道府県は、大至急本登録を済ますこと。各地理事より再度督促してください。

　　　新潟県、徳島県

· 受付はコンベンション棟のみで行い　9：30～です。

　６．閉　会

※　次回理事会の開催　

「平成１７年度　第1回理事会」２００５年4月１6日（土）　　　　　　　１０：００～
　　　　　　　　長崎ハウステンボス　
